
【３つの共同目標】
① 日本の経済を国民本位に転換し、

暮らしが豊かになる日本をめざしま

す② 日本国憲法を生かし、自由と人

権、民主主義が発展する日本をめざ

します③ 日米安保条約をなくし、非

核･非同盟・中立の平和な日本をめざ

します

臨
界
点
ま
で
７
年
半

産
業
革
命
以
降
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
に
比
例
し
て
地
球
の

気
温
が
あ
が
り
、
温
暖
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
１
・

１
度
ま
で
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

環
境
破
壊
・
異
常
気
象
が
一

気
に
進
む
臨
界
点
は
１
・
５

度
と
言
わ
れ
て
い
て
、
こ
の

ま
ま
い
く
と
わ
ず
か
７
年
半

で
２
度
に
達
し
て
し
ま
い
ま

す
。
１
・
５
度
か
ら
２
度
の

間
に
気
温
上
昇
を
抑
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
非
常
に

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
言
え

ま
す
。

す
で
に
気
候
変
動
の
異
常

事
態
が
現
れ
て
い
ま
す
。
バ
ッ

タ
の
大
発
生
、
マ
ラ
リ
ア
・

感
染
症
の
拡
大
、
乾
燥
と
気

温
上
昇
に
よ
る
大
規
模
森
林

火
災
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
は
東
京
都
の
何
倍
も
の
面

積
で
火
災
が
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
で
は
１
日
８
０
０
億
ト
ン

の
氷
が
溶
け
て
海
に
流
れ
て

い
ま
す
。
マ
イ
ア
ミ
で
は
す

で
に
上
が
っ
て
き
た
海
水
を

ポ
ン
プ
で
海
に
戻
す
と
い
う

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
海
に
沈

ん
で
し
ま
う
島
・
地
域
が
出

て
く
れ
ば
難
民
も
生
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

日
本
は
気
候
変
動
の
影

響
を
最
も
受
け
る
国

気
候
変
動
を
受
け
る
国
の

ラ
ン
キ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
カ
国
中
、
第
１
位
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
は
第
２

位
で
す
。
海
に
囲
ま
れ
た
島

国
で
あ
り
、
異
常
気
象
の
被

害
を
受
け
や
す
い
か
ら
で
す
。

台
風
や
豪
雨
は

海
面
の
気
温
上

昇
に
よ
り
こ
こ

数
年
、
数
も
増

え
、
規
模
も
大

き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
熱
波
に

よ
り
亡
く
な
る

人
も
増
え
て
い

ま
す
。

気
候
変
動
は

日
本
に
と
っ
て

死
活
問
題
な
の

に
、
海
外
と
比
べ
て
も
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
く
、
多
く
の
市
民
は

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
を
阻

む
４
つ
の
障
害

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た

め
に
は
主
に
４
つ
の
障
害
が

あ
り
ま
す
。

１
つ
は
化
石
燃
料
を
使
い

す
ぎ
る
こ
と
で
す
。
化
石
燃

料
と
は
何
万
年
と
か
け
て
地

下
深
く
に
あ
っ
た
も
の
。
こ

れ
が
数
百
年
で
す
べ
て
大
気

中
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
過
剰
消
費
で
す
。

２
つ
は
、
自
然
に
戻
ら
な

い
、
不
自
然
な
物
質
を
つ
く

り
す
ぎ
る
こ
と
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
《
二
面
へ
》

インタ
ビュー

日
本
の
文
化
に
魅
了
さ
れ
、
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
来
て
５
年
と
い
う
フ
ン
ク
・
カ
ト
リ
ン
さ
ん
。
現
在
は
、
環
境
活
動
家
と
し
て
、
大
手

企
業
の
社
内
教
育
な
ど
を
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
環
境
の
危
機
的
状
況
や
、

持
続
可
能
な
社
会
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
山
本
晃
子

撮
影
・
近
田
美
保
子
）
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名古屋市在住。

環境活動家。

Friday For Future 名古屋（FFF名古

屋）の立ち上げメンバー。

７年間で私たちにできること
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グローバルな視点を持ち、ローカルな行動を

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

―Ｔｈｉｎｋ Ｇｌｏｂａｌｌｙ，Ａｃｔ Ｌｏｃａｌｌｙ―

刈
谷
革
新
懇

事
務
室
長

高
木
礼
二

愛
知
13
区
で
「
市
民
と

野
党
の
共
闘
を
」
と
、

『
愛
知
13
区
市
民
連
合
』

を
立
ち
上
げ
る
の
に
、
碧

海
五
自
治
体
で
活
動
す
る

地
区
労
や
九
条
の
会
な
ど

各
種
団
体
と
共
に
革
新
懇

が
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

代
表
委
員
・
政
策
委
員
・

事
務
局
を
選
び
、
政
策
委

員
の
会
合
を
11
月
６
日
に

開
き
「
立
憲
野
党
の
政
策

に
対
す
る
私
た
ち
の
要
望

(

素
案)

」
が
出
さ
れ
、
以

後
２
回
の
全
体
会
合
で
簡

潔
な
「
九
項
目
の
要
望
」

が
12
月
11
日
に
決
ま
り
ま

し
た
。

緊
迫
し
た
政
治
状
況
を

み
る
と
、
年
明
け
の
解
散

総
選
挙
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

年
内
に
野
党
各
党
と
の

「
政
策
提
案
・
懇
談
」
を

行
い
、
そ
の
先
へ
行
動
を

展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
年
前
も
「
共
闘
で
選

挙
を
」
と
、
政
策
作
り
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
選
挙
直
前

の
「
小
池
の
乱
」
で
、
共

闘
選
挙
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ス
ガ
政
治
の
ひ

ど
さ
を
見
る
に
つ
け
、
今

度
こ
そ
は
の
期
待
が
有
権

者
の
中
に
も
広
が
っ
て
い

る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

今
ひ
と
つ
、
刈
谷
革
新

懇
の
活
動
で
見
逃
せ
な
い

の
が
「
戦
争
法
の
廃
止
を

求
め
る
刈
谷
の
会
」
の
事

務
局
を
担
当
し
て
五
年
間
、

毎
月
３
日
19
日
に
「
政
治

を
変
え
よ
う
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
を
継
続
し
て
い
る

事
で
す
。

５
回
目
の
会
の
「
総
会
」

を
12
月
12
日
に
開
き
ま
し

た
、
恒
例
の
学
習
会
の
講

師
を
原
水
爆
禁
止
愛
知
県

協
議
会
理
事
長
の
沢
田
昭

二
さ
ん
に
お
願
い
を
し
ま

し
た
。

三
年
前
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
が
来
年
一
月
二
十
二

日
に
発
効
す
る
事
が
決
ま

り
、
時
期
的
に
も
相
応
し

い
講
師
に
「
感
動
的
な
講

演
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

わが街の
革新懇

隔月掲載です。

い ま こ そ

頑 張 り ど き

革新・愛知の会 第３０７・３０８合併号 ２０２１年１月１０日（８）

11
月
21
日
、
第
５
回
連
続

憲
法
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
冨
田
宏
治
さ
ん

（
関
西
学
院
大
学
）
。
「
市

民
と
野
党
の
共
闘
か
ら
野
党

連
合
政
権
へ
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た

「
大
阪
都
構
想
」
住
民
投

票
は
、
徹
底
し
た
路
地
裏
宣

伝
や
丁
寧
な
対
話
が
、
大
阪

維
新
の
会
の
嘘
と
ゴ
マ
カ
シ

を
打
ち
破
り
、
投
票
率
の
引

き
上
げ
と
、
劇
的
な
勝
利
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾

は
私
た
ち
の
生
活
に
ダ
イ
レ

ク
ト
に
痛
み
と
不
安
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
痛
み

に
背
を
む
け
て
、
自
ら
の
保

身
や
経
済
優
先
の
政
策
を
打

ち
出
す
政
治
で
は
立
ち
行
か

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
の
結
果
か

ら
も
明
ら
か
。

日
本
で
は
自
民
党
政
治
に

嫌
気
が
さ
し
、
２
０
０
９
年

選
挙
で
民
主
党
に
託
し
た
が

裏
切
ら
れ
、
政
治
や
選
挙
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
人
が
棄

権
層
が
２
０
０
０
万
人
い
る
。

こ
の
人
々
に
も
う
一
度
政
治

に
期
待
を
し
て
投
票
に
行
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
働
き
か

け
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
野

党
連
合
政
権
」
で
未
来
を
切

り
開
く
し
か
な
い
。

次
回
の
お
知
ら
せ

最
終
回
：
12
月
19
日
「
現
代

に
お
け
る
天
皇
制
を
問
う
」

河
西
秀
哉
さ
ん
（
名
古
屋
大

学
）

2020年
連続憲法講座

いまこそ
憲 法

【
選
出
の
代
表
世
話
人
】

青
木
陽
子
、
穴
沢
仂
、
荒

川
和
美
、
石
川
勇
吉
、

◎
岩
中
正
巳
、
植
田
和

男
、
蛯
原
京
子
、
江
間
幸

雄
、
◎
大
島
良
満
、
川

村
ミ
チ
ル
、
河
村
光
哉
、

榑
松
佐
一
、
◎
小
池
ま

り
子
、
小
林
武
、
佐
々
木

祐
恵
、
澤
田
昭
二
、
竹
谷

裕
之
、
◎
田
辺
準
也
、

◎
知
崎
広
二
、
◎
津
田

康
裕
、
土
井
敏
彦
、
中
島

信
行
、
中
西
八
郎
、
☆

西
尾
美
沙
子
、
西
村
秀
一
、

☆
丹
羽
典
彦
、
◎
服
部

守
延
、
早
川
純
午
、
◎

林
達
也
、
林
文
弘
、
古
川

大
暁
、
松
岡
洋
文
、
見
崎

徳

弘

、

◎

村

上

俊

雄

（
新
任
☆
、
常
任
代
表

世
話
人
◎
）
34
名

事
務
室

村
上
俊
雄
（
事

務
室
長
）
、
近
田
美
保
子
、

山
本
晃
子(

事
務
室
次
長
）
、

会
計
監
査

青
木
陽
子
、

塩
川
智
代

＊
な
お
、
小
松
民
子
さ
ん
、

柘
植
新
さ
ん
は
代
表
世
話

人
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

 41
回
総
会
で
選
出
さ
れ
た

代
表
世
話
人


